
(57)【要約】

【課題】楽器の機能と脚部用運動器材の機能とを兼ね備

え、利用者が足で踏むことによりキーボードを弾くこと

ができる足踏み式キーボードを提供することを目的とす

る。

【解決手段】上記課題を解決するため、地面に広げるこ

とができる踏みマットに複数の音階キーと、スピーカー

とを具備し、上記踏みマットは、該踏みマットの内部に

音の出る電子回路を具備し、上記電子回路は、各音階キ

ーが踏まれたとき、上記スピーカーから予め上記各音階

キーに設定された高さの音が出るように設計され、電源

が交流或は直流により供給される構成とされる。

【選択図】　　　図１

JP 3097657 U 2004.2.5



【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
地 面 に 広 げ る こ と が で き る 踏 み マ ッ ト に 複 数 の 音 階 キ ー と 、 ス ピ ー カ ー と を 具 備 し 、
上 記 踏 み マ ッ ト は 、 該 踏 み マ ッ ト の 内 部 に 音 の 出 る 電 子 回 路 を 具 備 し 、
上 記 電 子 回 路 は 、 各 音 階 キ ー が 踏 ま れ た と き 、 上 記 ス ピ ー カ ー か ら 予 め 上 記 各 音 階 キ ー に
設 定 さ れ た 高 さ の 音 が 出 る よ う に 設 計 さ れ 、 電 源 が 交 流 或 は 直 流 に よ り 供 給 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 踏 み マ ッ ト は 、 表 面 層 の 材 料 に 折 り た た ん で 収 納 す る こ と が で き る 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク
シ ー ト を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 踏 み マ ッ ト は 、 一 つ の 表 示 板 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 足 踏
み 式 キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 音 階 キ ー は 、 上 列 、 中 列 、 下 列 の ３ 列 に 区 分 さ れ 、 上 記 上 列 、 上 記 中 列 、 上 記 下 列 の
そ れ ぞ れ に は 、 上 記 中 列 の 中 心 に 立 っ た 使 用 者 が 足 で 操 作 し や す い 位 置 に 配 列 さ れ 、
上 記 中 列 の 左 右 に ３ 個 ず つ 中 音 階 の 上 記 音 階 キ ー が 配 列 さ れ 、
上 記 上 列 の 中 心 に 音 量 調 節 キ ー 及 び メ ロ デ ィ ー 選 択 キ ー が 配 列 さ れ 、 上 記 上 列 中 心 の 左 右
に ３ 個 ず つ １ つ の 中 音 階 及 び ５ つ の 高 音 階 の 上 記 音 階 キ ー が 配 列 さ れ 、
上 記 下 列 に 左 右 に ３ 個 ず つ 低 音 階 の 上 記 音 階 キ ー が 配 列 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ３ い ず れ か 一 項 記 載 の 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 考 案 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 考 案 は 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド に 係 る も の で あ り 、 特 に 、 楽 器 の 機 能 と 脚 部 用 運 動 器 材 の 機
能 と を 兼 ね 備 え 、 利 用 者 が 足 で 踏 む こ と に よ り キ ー ボ ー ド を 弾 く こ と が で き る 足 踏 み 式 キ
ー ボ ー ド に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 一 般 的 な 楽 器 は 、 管 楽 器 、 弦 楽 器 、 打 楽 器 、 電 子 楽 器 を 問 わ ず 、 大 部 分 は 手 で 操 作
す る か 、 或 は 、 口 で 吹 い て 音 を 出 す も の が 多 い 。 こ の よ う な 楽 器 の う ち 、 主 に 足 を 使 っ て
音 を 出 す も の は 非 常 に 少 な く 、 楽 器 の 操 作 は 音 を 出 す こ と の み を 目 的 と し て い る 。 同 様 に
、 一 般 の 運 動 器 材 に は 、 身 体 の 全 身 や 腕 部 、 脚 部 を 鍛 え る た め の 運 動 器 材 が 存 在 す る 。 例
え ば 、 脚 部 用 運 動 器 材 は 、 ジ ョ ギ ン グ 用 或 は 歩 行 用 を 問 わ ず 、 脚 部 の 運 動 に 関 す る 単 一 効
果 を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 の よ う に 従 来 の 楽 器 や 運 動 器 材 は 、 単 一 の 効 果 を 目 的 と し て 操 作 及 び
使 用 し て お り 、 一 般 的 な 楽 器 に そ の 他 の 付 加 機 能 、 例 え ば 、 脚 部 の 運 動 を 行 う こ と が で き
る 機 能 を 具 備 し て 創 意 工 夫 の あ る 器 材 を 開 発 す る ま で に は 至 っ て お ら ず 、 楽 器 及 び 運 動 器
材 の 汎 用 性 、 機 能 性 に 欠 け る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 考 案 は 、 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド に お い て 、 楽 器 の 機 能 と 脚 部 用 運 動 器 材 の 機 能 と を 兼 ね 備
え 、 利 用 者 が 足 で 踏 む こ と に よ り キ ー ボ ー ド を 弾 く こ と が で き る 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 の 目 的 を 図 る た め に 、 本 考 案 は 、 地 面 に 広 げ る こ と が で き る 踏 み マ ッ ト に 複 数 の 音 階
キ ー と 、 ス ピ ー カ ー と を 具 備 し 、 上 記 踏 み マ ッ ト は 、 該 踏 み マ ッ ト の 内 部 に 音 の 出 る 電 子
回 路 を 具 備 し 、 上 記 電 子 回 路 は 、 各 音 階 キ ー が 踏 ま れ た と き 、 上 記 ス ピ ー カ ー か ら 予 め 上
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記 各 音 階 キ ー に 設 定 さ れ た 高 さ の 音 が 出 る よ う に 設 計 さ れ 、 電 源 が 交 流 或 は 直 流 に よ り 供
給 さ れ る こ と に よ り 、 楽 器 の 機 能 と 脚 部 用 運 動 器 材 の 機 能 と を 兼 ね 備 え 、 利 用 者 が 足 で 踏
む こ と に よ り キ ー ボ ー ド を 弾 く こ と が で き る 。 従 っ て 、 楽 器 及 び 脚 部 用 運 動 器 材 の 汎 用 性
、 及 び そ れ ぞ れ の 機 能 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 前 記 の 目 的 を 図 る た め に 、 本 考 案 は 、 上 記 踏 み マ ッ ト が 表 面 層 の 材 料 に 折 り た た ん
で 収 納 す る こ と が で き る 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト を 使 用 す る こ と に よ り 、 簡 便 に 折 り 畳 む
こ と が で き 、 場 所 を 取 る こ と な く 収 納 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 前 記 の 目 的 を 図 る た め に 、 本 考 案 は 、 上 記 踏 み マ ッ ト が 一 つ の 表 示 板 を 具 備 す る こ
と に よ り 、 音 階 キ ー に 対 応 す る 音 階 （ 例 え ば 鍵 盤 な ど ） と 、 踏 ま れ た 音 階 キ ー の 音 階 と を
識 別 可 能 な よ う に 表 示 さ せ る な ど 、 機 能 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 前 記 の 目 的 を 図 る た め に 、 本 考 案 は 、 上 記 音 階 キ ー は 、 上 列 、 中 列 、 下 列 の ３ 列 に
区 分 さ れ 、 上 記 上 列 、 上 記 中 列 、 上 記 下 列 の そ れ ぞ れ に は 、 上 記 中 列 の 中 心 に 立 っ た 使 用
者 が 足 で 操 作 し や す い 位 置 に 配 列 さ れ 、 上 記 中 列 の 左 右 に ３ 個 ず つ 中 音 階 の 上 記 音 階 キ ー
が 配 列 さ れ 、 上 記 上 列 の 中 心 に 音 量 調 節 キ ー 及 び メ ロ デ ィ ー 選 択 キ ー が 配 列 さ れ 、 上 記 上
列 中 心 の 左 右 に ３ 個 ず つ １ つ の 中 音 階 及 び ５ つ の 高 音 階 の 上 記 音 階 キ ー が 配 列 さ れ 、 上 記
下 列 に 左 右 に ３ 個 ず つ 低 音 階 の 上 記 音 階 キ ー が 配 列 さ れ る こ と に よ り 、 両 足 で 音 楽 演 奏 を
し な が ら 効 率 良 く 運 動 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 考 案 の あ る 好 適 な 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る が 、 そ れ ら の
構 成 は 本 考 案 の 構 造 の 絶 対 的 な 制 限 に な ら な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 考 案 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 考 案 に 係 る 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 考 案 に 係 る 足
踏 み 式 キ ー ボ ー ド を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 考 案 に 係 る 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド を 示 す
側 視 平 面 図 で あ る 。 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド は 、 一
つ の 地 面 に 広 げ る こ と が で き る 踏 み マ ッ ト １ ０ に 音 階 キ ー １ １ 、 ス ピ ー カ ー １ ２ を 具 備 し
て い る 。 踏 み マ ッ ト １ ０ は 、 内 部 に 音 の 出 る 電 子 回 路 を 具 備 し て い る 。 電 子 回 路 は 、 各 音
階 キ ー １ １ が 踏 ま れ た 時 、 ス ピ ー カ ー １ ２ か ら 予 め 各 音 階 キ ー １ １ に 設 定 さ れ た 高 さ の 音
が 出 る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 そ の 電 子 回 路 に は 、 電 源 が 交 流 或 は 直 流 に よ り 供 給 さ れ る
。 こ の よ う な 音 階 キ ー １ １ を 足 で 踏 む こ と に よ り 、 キ ー ボ ー ド を 弾 く 機 能 を 有 し 、 楽 器 と
脚 部 用 運 動 器 材 を 兼 具 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 踏 み マ ッ ト １ ０ は 一 つ の 表 示 板 １ ３ を 具 備 す る こ と が で
き る 。 こ の 表 示 板 １ ３ に 、 音 階 キ ー １ １ に 対 応 す る 音 階 （ 例 え ば 鍵 盤 な ど ） と 、 踏 ま れ た
音 階 キ ー １ １ の 音 階 と を 識 別 可 能 な よ う に 表 示 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 音 階 キ ー １ １ は 、 上 列 、 中 列 、 下 列 の ３ 列 に 区 分 す る こ と が で き 、 各
上 列 、 中 列 、 下 列 に は 、 中 列 の 中 心 に 立 っ た 使 用 者 が 足 で 操 作 し や す い 位 置 に 音 階 キ ー １
１ が 配 列 さ れ 、 左 右 に ３ 個 ず つ 中 音 階 の 音 階 キ ー １ １ を 配 列 設 定 す る 。 ま た 、 上 列 中 心 に
音 量 調 節 キ ー １ ４ 及 び メ ロ デ ィ ー 選 択 キ ー １ ５ を 配 列 し 、 更 に 、 左 右 に ３ 個 ず つ 音 階 キ ー
１ １ を 配 列 し 、 １ つ の 中 音 階 と ５ つ の 高 音 階 を 設 定 し 、 下 列 に も 左 右 に ３ 個 ず つ 低 音 階 の
音 階 キ ー １ １ を 配 列 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ４ は 、 本 考 案 に 係 る 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド を 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 す 側 視 平 面 図 で あ る 。 踏
み マ ッ ト １ ０ は 、 表 面 層 の 材 料 に 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト を 使 用 す る こ と で 、 図 ４ 及 び 図
３ に 示 す よ う に 折 り た た ん で 収 納 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 簡 便 に 折 り 畳 む こ と が
で き 、 場 所 を 取 る こ と な く 収 納 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
図 ５ は 、 本 考 案 に 係 る 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ 及 び 図 ２ に 示 す
よ う に 、 本 考 案 の 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド の 音 階 キ ー １ １ を 足 で 踏 む こ と に よ り 、 キ ー ボ ー ド
を 弾 く 機 能 を 有 す る こ と が で き る 。 使 用 時 、 使 用 者 は 上 記 踏 み マ ッ ト １ ０ の 中 心 に 立 ち 、
両 足 を 使 用 し 、 左 足 で 左 側 の ９ 個 の 音 階 キ ー １ １ の 範 囲 を 操 作 し （ 即 ち 、 足 で 踏 み ） 、 右
足 で 右 側 の ９ 個 の 音 階 キ ー １ １ の 範 囲 を 操 作 す る （ 即 ち 、 足 で 踏 み ） 。 従 っ て 、 両 足 に よ
り 音 楽 演 奏 を し な が ら 効 率 良 く 運 動 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う に 、 本 考 案 の 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド は 、 一 種 の 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド の 構 造 を 提 供 す
る も の で 、 足 で 踏 む こ と に よ り 、 キ ー ボ ー ド を 弾 く 機 能 を 有 す る こ と が で き 、 楽 器 と 脚 部
用 運 動 器 材 の 機 能 を 兼 具 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 本 考 案 の 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド を 地 面 に 広 げ 、 キ ー ボ ー ド 上 に 立 ち 、 使 用 者 が 弾 き た
い 音 楽 の リ ズ ム に 合 わ せ 、 両 足 で ダ ン ス を す る よ う に 足 を 動 か し な が ら 、 音 階 に 合 わ せ た
音 階 キ ー １ １ を 踏 み 、 キ ー ボ ー ド を 弾 く こ と に よ り 、 同 時 に 運 動 と 楽 器 演 奏 の 効 果 を 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
尚 、 本 考 案 の 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド は 上 記 の 構 成 や 音 階 キ ー １ １ の 位 置 関 係 に 限 定 さ れ る こ
と な く 、 本 考 案 の 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド を 変 形 及 び 改 良 し た 構 成 に お い て も 適 応 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 考 案 の 効 果 】
前 記 の 説 明 と 図 面 の 掲 載 か ら わ か る よ う に 、 本 考 案 の 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド に お い て 、 地 面
に 広 げ る こ と が で き る 踏 み マ ッ ト に 複 数 の 音 階 キ ー と 、 ス ピ ー カ ー と を 具 備 し 、 上 記 踏 み
マ ッ ト は 、 該 踏 み マ ッ ト の 内 部 に 音 の 出 る 電 子 回 路 を 具 備 し 、 上 記 電 子 回 路 は 、 各 音 階 キ
ー が 踏 ま れ た と き 、 上 記 ス ピ ー カ ー か ら 予 め 上 記 各 音 階 キ ー に 設 定 さ れ た 高 さ の 音 が 出 る
よ う に 設 計 さ れ 、 電 源 が 交 流 或 は 直 流 に よ り 供 給 さ れ る こ と に よ り 、 楽 器 の 機 能 と 脚 部 用
運 動 器 材 の 機 能 と を 兼 ね 備 え 、 利 用 者 が 足 で 踏 む こ と に よ り キ ー ボ ー ド を 弾 く こ と が で き
る 。 従 っ て 、 楽 器 及 び 脚 部 用 運 動 器 材 の 汎 用 性 、 及 び そ れ ぞ れ の 機 能 性 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 る 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 に 係 る 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 に 係 る 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド を 示 す 側 視 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 に 係 る 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド を 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 す 側 視 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 に 係 る 足 踏 み 式 キ ー ボ ー ド の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 　 　 踏 み マ ッ ト
１ １ 　 　 　 　 　 音 階 キ ー
１ ２ 　 　 　 　 　 ス ピ ー カ ー
１ ３ 　 　 　 　 　 表 示 板
１ ４ 　 　 　 　 　 音 量 調 節 キ ー
１ ５ 　 　 　 　 　 メ ロ デ ィ ー 選 択 キ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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